
 

＜お問い合わせ＞ 
吹田市 環境部環境政策室 
ＴＥＬ ０６－６３８４－１７０２ 
ＦＡＸ ０６－６３６８－９９００ 

 
 

 
 
大量生産・大量消費・大量廃棄型の「一方通行型」社会経済システムを見直して、「資源

循環型社会」の構築のために「３Ｒ（スリーアール）」を実行しましょう。 
 ３Ｒとは、ごみの発生抑制を意味する「リデュース（Reduce）」 
      製品や部品を再使用する「リユース（Reuse）」 
      新たな製品の原材料として再生利用する「リサイクル（Recycle）」です。 
 
取組の優先順位 ①→③ 
 
        ① まずは、リデュース ― ごみを減らす。 

たとえば、買い物に「マイバッグ」を使えば、レジ袋を減らす

ことができます。日本では年間約３０５億枚のレジ袋が使い捨て

られています。マイバッグ１枚でごみが減り、石油資源が節約さ

れ、ＣＯ２の削減もできます。 
 
 

        ② 次に、リユース ― くり返し使う。 
          たとえば、水筒を持ち歩けば、使い捨てのペットボトルを買わ        

          なくてすみます。下宿生活に必要な家電製品などをリサイクルシ

ョップで購入することもリユースです。ごみを減らすためにも

「ものを大事に使う」ことが大事です。 
 
 
        ③ そして、リサイクル ― 資源にする。 
          最後に出たごみは資源として利用できるよう、お店の店頭回収

へ返却したり、市町村の分別ルールを守って出してください。        

また、リサイクル製品を積極的に使うことも大事なことです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １２種分別で排出されたごみは、燃えるごみは資源循環エネルギーセンターで焼却処理され、それ以外は破砕選

別工場で破砕選別処理されて、資源回収が行われています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

ごみを分別して排出することは、再資源化や適正処理にも繋がりごみ処理の中では重要なことです。分

別方法やごみの出し方は、市町村によって違いますので、それぞれのルールに則って分別の徹底を行って

ください。 
吹田市は、家庭のごみは、燃焼ごみ、資源ごみ（新聞、雑誌、段ボール、びん、缶、古布）、大型複雑

ごみ、小型複雑ごみ、有害危険ごみの 5種類の戸別収集と拠点回収の牛乳パックとペットボトルを合わせ
て 12種類に分別して、決められた方法でだしてください。 

資源循環エネルギーセンター



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メモ用紙、名刺、 

見られたくない紙は

破って出してください 

カレンダー 

★金属やプラスチック 
部分は取る 

包装紙、贈答品や菓子、調味料、 
たばこなどの空き箱 
★金、銀の印刷があるものは除く 

 

はがき、 
ダイレクトメール 
見られたくない住所

や名前は切り取るか、

破ってください 

★窓のセロハン、 
  宛名ラベルは取る 

カタログ、パンフレット

 
★プラスチックコート製は除く 

牛乳パックは、 
吹田市では。公共施設等の拠点回収のほか、回収ボック

スを設置しているスーパーマーケットなどでも回収して

います。洗って、開いて､乾かしてください 
★内側が銀色（アルミ箔加工）のもの、カビが生えた

ものは資源化できません 

ティッシュの箱 
★取り口のプラス 
チックは取る 

 

資源化できない紙は、燃えるごみへ 
☆油などで汚れた紙 
☆写真 
☆紙コップ(防水加工紙) 
☆感熱紙、プラスチックコート紙 

など 

持ち手が紙ひも

以外は取る 
詰められるだけ詰めて、

飛び出さないように、

閉じてください

注）・集団回収を実施していない場合は、資源ごみの日に出してください(吹田市の場合)


